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共同利用冷凍・冷蔵施設整備の方向性と漁港区域内の適地について 

 
令和 4年 5月 11日 

水産振興課 

１． 境港の冷凍・冷蔵施設 
 

（１）背景 

・境漁港において高度衛生管理型の市場整備が進む中、背後地における衛生管理の行き届いた冷

凍・冷蔵施設整備等、漁港としての一貫した衛生管理対策による流通機能の強化が求められてい

る。また、人口減少により水産物の市場規模が縮小傾向にある中、境漁港が持続的に発展してい

くためには、世界市場に目を向け輸出促進を図るしかなく、そのためには、冷凍・冷蔵施設整備

が必須の課題となっている。 

・フロン切り替えや老朽化により境港での冷凍・冷蔵施設の減少が見込まれる中、仲買事業者から

は共同利用できる冷凍・冷蔵施設の整備についての要望が数年前から出されていたが、県として

は、県直営で施設を整備するのではなく、漁協・仲買等の事業者を支援するとの立場。 

 

（２）現状 

・境港水産事務所は、冷凍・冷蔵施設を所有する大手 16社に対し、当該施設の更新の実態について

聞き取りを行った。 

    聞き取り時期…令和 4年 2月末～3月上旬、聞き取りした業者数…16社 

・その結果、半数の企業で自然冷媒の切替が完了していたが、境港の水揚げの先行きが不透明なため、

設備投資に踏み切れない業者も多いことも分かった。 

自然冷媒の切り替えが完了（代替フロン対応済含む）…８社、冷蔵能力 27,000トン 

今後の対応を検討中…４社、冷蔵能力 20,000トン 

今後の整備未定  …７社、冷蔵能力 22,300トン 

 

＜境港の冷凍・冷蔵施設の現状＞ 

・旋網の水揚げが60万トン/年（令和3年9万3千トン）あった平成の初期までに整備されたもの 

区  分 施設数 
冷凍能力(ﾄﾝ)（－30～

32℃で急速冷凍） 

冷蔵能力(ﾄﾝ)（－20～30℃で

急速冷凍したものを保管※） 

全体 １６ １，１８０トン ６９，３００トン 

うちフロン対応済み ８ ３４０トン ２７，０００トン 

〃今後の対応を検討中 ４ ３５５トン ２０，０００トン 

〃今後の整備未定 ７ ４８５トン ２２，３００トン 

（※）冷凍・冷蔵施設の一部をフロン対応した企業もあり、施設数の内訳と合計は一致しない 

   

２．みさき会館等の今後の利用見込 

 

（１）経緯等 

・２号上屋完成後、現在みさき会館に入居している境港水産事務所、境港水産物市場管理㈱は２号上

屋へ移動する（会議室機能についても２号上屋へ）。 

・県は、事務所移転後のみさき会館及びその周辺の有効活用については、市場関係者の意見を踏まえ

ながら、共同利用施設の整備を考えてきたところ。 

・なお、みさき会館及び市場関係者詰所の入居者には、共同利用施設を建設する場合には、退去をお

願いする旨説明済（トラック運転手シャワー休憩施設→利用者少数）。 

・鮮魚仲買共同仕立場があった場所は、工事期間中の仮設トラック待機場として整備したところであ

るが、工事終了後も引き続きその機能を残し、一体的に必要な共同利用施設の整備を行う方向。 
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３．今後の整備方針について 
 

（１）共同利用冷凍・冷蔵施設整備については議会質問あり（R4.2月議会） 

〈知事答弁〉 

・境港の冷蔵庫はイワシが多かった平成４～６年頃に多く整備されたが、漁獲が減り倉庫をやめると

ころも多い中、共同利用も含めたプロジェクトができないか関係者で議論を始めたと聞く。 

・うまくいけば、国の事業について協議を進めていくなど、県としても共同化できるようなプロジェ

クトを考えていきたい。 

 

（２）国の事業を活用してみさき会館等跡地に共同利用冷凍・冷蔵施設を整備する 

〈国の枠組み・・・水産基盤整備事業、水産物輸出促進緊急基盤整備事業〉  

 ・大規模流通拠点漁港において、一貫した衛生管理の下で保管・出荷等に必要な共同利用施設等の一

体的整備を支援 

・事業主体：県、市町村、水産業協同組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業主体等について 

 ・現在、フロン対応が未だで、冷蔵庫整備を検討中の山陰旋網漁業協同組合は、共同利用の冷凍・冷

蔵施設の整備について前向き 

  ⇒整備のイメージは、現在の冷蔵庫は一部利用しながら、新設冷蔵庫に２千トン程度の共用スペー

スを設けるもの 

 ・他に候補がなければ、山陰旋網漁業協同組合に決定し、複数の候補がある場合は県が調整する 

 

（４）関係者の意見（県が、卸、主要仲買から聞き取り） 

・共同利用の冷凍・冷蔵施設は地域に必要な施設であり、みさき会館跡地に建設することに賛成 

・みさき会館等跡地は市場にも近く仲買には便利 

・共同利用の冷凍・冷蔵施設の具体的な利用については、今後、できるだけ仲買の方の意見をよく聞

き対応して欲しい 

 

３．今後のスケジュール（最短） 
 〇５月  「さかいみなと漁港・市場活性化協議会（※）」で方向性について議論 

 〇５月  事業主体の決定（県） 

〇５月～ 専門部会（共同利用冷蔵庫ワーキンググループ）で具体的な利用ルールなどを議論 

〇５月～ 予算獲得に向け「水産基盤整備事業」の水産庁協議 

〇令和５年度～ みさき会館等解体、冷凍・冷蔵施設整備（～Ｒ６年度完成） 

  

建設予定地（イメージ） 

現在県有地 

約 5,000 ㎡ 


